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 （開会宣言  午前９：５５）   

議   長   おはようございます。時間定刻より大分早いんでございますが、

総務文教常任委員会を 開催したいと思います。  

最初に、一言御挨拶を申し上げます。  

      （挨拶）  

委  員  長   議長、お願いいたします。  

議   長   （挨拶）  

委  員  長     それでは、町長、挨拶 をお願いいたします。  

町   長   （挨拶）  

委  員  長   ありがとうございました。  

本日は委員全員が出席されております。また、 議長にも同席いた

だいておりますし、説明のため町長、副町長、教育長、総務課長、

土木建築課長及び各課担当者の出席を求めました。  

なお、職務執行のため、議会事務局長を出席させております 。  

それでは、去る８月３１日、本委員会に付託されました議案につ

いて審議に入ります。  

付託議案は会議次第に記載されている とおり、議案第７３号及び

議案第７５号の２議案で、議案の説明につ いては、８月３１日の全

員協議会において理事者から説明を受けておりますので、本委員会

における議案の説明は省略し、質疑から入りたいと思います。  

これに御異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   異議がないようですので、本委員会における審査は議案の 説明を

省略し、質疑から入ることにいたします。なお質疑においては一問

一答式で行いますので 、御協力をお願いいたします 。  

初めに、議案第７３号  美浜町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、を議題と いたします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   条例要綱の４ページの非常勤職員、会計年度任用職員等の育児休

業の取得要件の緩和のところなんですが、現行が、１歳６か月に達

する日までに任期の更新、または採用の見込みがあることとなって

いるんですけど、改正後には、出生日後５７日目から６か月を経過
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 する日までに任期の更新または採用の見込みがあることというふう

になっているんですが、会計年度任用職員 やと期間を区切られて採

用とかをされるんで、こういうふうに改正されても、実際採用され

たりとかする見込みは現実的にあり得るんですか。どうなんでしょ

う。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   会計年度職員の場合ですと、河本議員御指摘のとおり、年度を区

切っての採用となります。この場合、採用通知に今年度限りしか採

用しませんと明記してある場合はあきませんけれども、明記してな

いということであれば、仮に任期を過ぎたとしても、採用が継続す

るじゃないですが、採用しないと明らかでありませんので、そうい

う場合は適用されるということでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   保育士不足という環境がある中で、制限するほうじゃなくて、採

用の可能性を広げるという形で考えてもいいんかな。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   この場合は育児休業を取得しやすいことということで、採用とは

また別かなと思いますけど、取得しやすい環境を整えてあげるとい

うことでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   ４ページの下のほうなんですけど、特別の事情を追加するとある

んですけど、特別の事情はどういうものなんですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   特別の事情による特例なんで ございますけれども、条例第３条に

明記されてございます。  

ただ、今回新旧対照表をつけてございますけれども、第３条のほ

うの特別の事情、新旧対照表を御覧いただきたいんですが、１０ペ

ージでございます。第３条に条例で定める特別な事情ということで、

こちらのほうに次に掲げる事情とするということで１から４ほどを

上げてございます。これは本来ここに明記すればよかったんですが、

今回改正がないということで、 略させていただいておりますけれど

も、主なものを申し上げますと、例えば、第一子がお生まれになっ

たということで、次、続けて第二子の方がお生まれになったという
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 場合がございます。第一子で一旦育休を取りました。第二子が生ま

れたことで、産休になりますので、一旦育休が切れますという場合

があります。また、第二子が不幸に亡くなったりすると、第一子を

見るための育休とか要る場合があるということで、そういった 規程

が特別な事情、こういう場合は認めますということが、例として４

つほど挙げてございます。そうしたことでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   非常勤職員へ採用する場合は、正規職員が育児休業なんかで休ん

だ場合に、非常勤職員を採 用するということが多いとは思うんです

けど、その際にまた非常勤職員の育児休業をした場合にも、また非

常勤職員を雇うということが繰り返しになる可能性は考えられない

ですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   今御指摘のとおり、非正規職員が何らかの関係で休まれる、代替

えで非常勤を雇うというケースは多いです。それはそれでよろしい

んですが、ただ、任期付職員とか、期限を決めて雇う場合がござい

ます。その場合、その方がまた育休で休みたいという場合は、認め

られないということになります。  

必ずしも認められることばかりではなくて 、採用形態によって、

代替えのために職員を雇ったんですから、その人が育休を取りたい

言うても、取れないという場合があるということです。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   次に５ページの育児休業の取得回数制限の緩和なんですけれども、

育児休業の人が、原則２回まで可能となるということで、再度の育

児休業取得に係る育児休業等計画書の申し出が不要となるというこ

となんですが、再度の育児休業計画書が不要になるだけで、一回目

は、育児休業等計画書というのは、これまでどおり必要ということ

になるんですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   育児休業計画書でございますけれども、本来今まで１回しか取れ

ませんでした。  

また何らかの理由で２回取りたいんだという場合は、こういった

計画書を出していただいて、理由であるとか、期間であるとか、そ
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 ういったものを計画されていただくんですけれども、今回の育児休

業法の改正で２回は必ず取れることになりましたので、今まで出し

ていただいた計画書は不要ですよということで、今回そういった 規

定を削除するというものでございます。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   育児休業を取りたいという場合にはもう必要ないということです

か、この計画書は。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   計画書の提出は必要ございません。承認の申し出と請求は必要で

すけれども、計画書の提出は要らないということでございます。  

委  員  長   よろしいですか。ほかにございますか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   これが改正されることによってメリットなんですけど、非常勤の

方は、当然休んだときはそれに当たる手当の何割かを頂けるんです

か、頂けないんですよね。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   これまでですと、産前 産後は有給でございます。育休になります

と、無給やったんですけれども、ちょうど１０月から 、今まで社会

保険が共済組合のほうへ 変わります。非常勤の方も社会保険から共

済組合の制度へ変わりますので、その中には、育児休業手当という

のがございます。そういう 手当に該当する要件の人であれば、引き

続きというんですか、そういう給与に代わるような保証があるとい

うことでございます。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   該当する要件というのはどういうことなんですか。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   週３日以上という勤務形態の方が対象になるかと思います。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   確認ですが、週３日以上非常勤で勤務されてる方で育休を取る場

合は、その手当が頂ける、それでよろしいんですね、分かりました。  

委  員  長   ほかにございますか。  

梅津委員。  

梅津委員   今国は、平成７年度ぐらいまでには、育休の取得率を３０％ぐら
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 いまで上げないといけないというふうな情報があったんですけれど

も、本当に３０まで職場的には 上げられるんかな。というのは、個

人の方が仕事を引き継がなあかんとか、迷惑かけるからちょっと取

れないなとかいう不安があるんじゃないかなと思うんですけれども、

その辺は課の上司が、あんた取りなさいよと推進してやるというふ

うな立場で推進しないと、なかなか国が言う３０ぐらいには達しな

いんじゃないかと思いますが、その辺の見解 はどうでしょう。  

委  員  長   総務課長。  

総務課長   育児休業の取得でございますけれども、女性職員につきましては、

これまでも産前産後の休みを取られて、すぐ育休という 形で、大体

平 均し ま す と、 １ .７ 年、 ２ 年 近く そ う や っ て 育 休を 取 ら れて お ら

れます。そういう意味では、取得率は高いのかなと思うんですけれ

ども、男性職員になりますと、正直これまで過去に１件ございまし

た。また今年になって、２件ほど育休を取りたいということで、男

性職員のほうからも相談を受けてございます。  

４月に条例も改正されて、そういった広報であるとか、研修であ

るとか、町に義務づけられておりますし、妊娠とか出産を申し 入れ

るときには、そういう取得確認をしなさいよということも義務 づけ

られております。  

そんなこともございますし、また昨年ですと、保育士が大量に辞

められたということの中に、仕事と家庭との両立が非常に厳しいん

だというのも上げておられる方もいらっしゃいますので、職場とす

れば、役場とすれば、そういう仕事、子育ての両立ができるような

環境をつくっていくというのは大事でございます。その１つが育児

休業を取得しやすいということかなと思いますので、なかなか非常

に組織が小さいところで、職員の配置とか非常に厳しいところもあ

るんですけど、町としても 、子育てに関することに環境を整えると

いうことで進めていきたいないうふうに思っています。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   了解しました。  

委  員  長   竹仲委員。  

竹仲委員   先ほどの再確認なんですが、手当というのは、報酬とか一日額の

６割とか、そういう規程なんですか。  
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 委  員  長   総務課長。  

総務課長   報酬の６割ということでございます。  

委  員  長   ほかにございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   質疑がないようですので、これで議案第７３号についての質疑を

終わります。  

続きまして、議案第７５号  字の区域の変更について、を議題と

いたします。  

本議案について、質疑はございませんか。  

河本委員。  

河本委員   区画整理が終わったことから、字の変更が必要になってきたとい

うことなんですけれども、 土地の所有者とかと協議も進められてき

たと思うんですが、所有者のほうから何か特段疑問とかいうのは生

じていないでしょうか、どうなんでしょうか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  地権者のほうから何かないかというような御質問ですけど、この

土 地 改 良 事 業 に つ き ま し て は 、 ま ず 権 利 者 協 議 会 、 権 利 者 会 議 等

を 開 催 い た し ま し て 、 地 権 者 の 方 皆 さ ん が 集 ま ら れ て 、 換 地 計 画

と い う の を 立 て て お り ま す 。 そ の 中 で 地 権 者 皆 さ ん の 合 意 形 成 の

下 、 こ の 事 業 を 進 め て お り ま す の で 、 特 段 不 満 や 不 平 と い う よ う

なそのようなお話は頂いておりません。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   確認なんですけど、乙見地区の関係で地名の認識が甘いんですけ

ど、北側トンネルの手前の レモンを植えてるあたり、 あそこも含ん

どるということですか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  そこは多分小平地区という地区になると思いますので 、対象外の

地区になります。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   分かりました。制圧道路の工事の関係で土地改良をしたと思うん

ですけど、私もちょっと土地改良の関係から関心ありまして、工事

中 から 何 度 かお 邪 魔 しま し た 。こ こ も ５ .８ヘ ク タ ー ル の 耕作 者 も

ちょっと知り合いでございまして、その辺のことも よく確認させて
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 いただいたんですけど、せっかくこういうふうにしてしっかりと土

地改良できて、担い手もあとを管理してくれるということで、これ

ができたんじゃないかなと思うんですけど、 実はこれ以前にも、有

害獣対策で恒久柵があったと思うんです。今回はまた新たに設置し

てあるように思うんですけど、これは別の事業で やったことなんで

すか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  恒久柵につきましては、県のほうの事業で、元あったところに 再

復旧といったような形で対応させていただいております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   その部材というのは、まるっきり更新して、新しいものでやった

やに見えるんですけど、それでよろしいんですね。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  材料につきましては、新しい製品でやってられたというふうに聞

いております。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   ６月頃ですか、地盤整備した後、水不足と途中漏水があって、水

が走らなんだという話を聞いたんですけど、現実にあったんでしょ

うか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  ６月頃、まだ水がない渇水期が長いこと続きまして、その際には

地 権 者 の 方 か ら 、 水 が な か な か 当 て ら れ な い と い う よ う な お 話 は

聞 い て お り ま す 。 そ れ に 対 し ま し て 、 土 木 の ほ う で ポ ン プ 等 で 一

時 的 に で も 仮 対 応 せ な あ か ん な と 言 う と る 矢 先 に 、 ま と ま っ た 雨

が そ れ か ら ず っ と 続 き ま し た の で 、 最 悪 の ケ ー ス は 免 れ た と 思 っ

て ま す が 、 地 権 者 の 方 か ら は 、 そ う い う ふ う な お 話 は 頂 い て お り

ます。  

委  員  長   藤本委員。  

藤本委員   やはり制圧道路、ああいう立派な道路ができた道路沿いの歩道で

すので、これから景観の意味も含めまして、中長期的な管理が大切

だと思いますので、また地元の人にしっかりとそこら辺をお伝えい

ただいて、水のことでもそうですけれども、不備な点があったら、

即対応していただくことをお願いしておきます。  
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 以上です。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  これからも各土地改良区、連絡・連携を取りながら進めさせてい

ただきたいというふうに思います。  

委  員  長   ほかに質疑ございますか。  

梅津委員。  

梅津委員   資料１のページで言うたら２ページです。藤本委員の追加なんで

すけれども、図面の右肩上の４号藤谷口というところありますね、

ここがせっかく立派な工事整備の中で整理してくれておるんですけ

れども、今藤本さんおっしゃったように、水が取れないということ

で、結局耕作放棄地になっているんです。この辺はどういうふうな

考えをしているんでしょう。せっかく 耕地整理した以上は、水の確

保をして耕作するという対策が必要かなと思うんですけれども、そ

の辺はこのまま放っておけばいいんでしょうか。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  今 回 の 換 地 計 画 に お き ま し て は 、 ４ 号 、 藤 谷 口 に お き ま し て は 、

田 ん ぼ や な く て 、 畑 と い う こ と で 再 整 備 の ほ う を さ せ て い た だ い

て お り ま す 。 水 が な い か ら と い う の が 大 き な 原 因 か と 思 う ん で す

け ど 、 今 後 ま た 水 利 の 確 保 に つ き ま し て も 、 ま た 地 権 者 、 土 地 改

良 の ほ う と も 連 携 を 取 り な が ら い ろ い ろ 進 め て い き た い な と い う

ふうに思います。  

委  員  長   梅津委員。  

梅津委員   ぜひとも水の確保をお願いしたいと思います。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   ち ょ っと確認 ですけ ど 、１２号 の ﾎｿｶﾞﾜの 何も書い てない 右 のほ

うの上に、同じ土地改良やったときの区域があるんやけど、それは

今回 入 って お ら ん 。換 地 ﾘｮｳは要 ら な いと い うこ と で い いん で す 。

図面にも入っておらんけど。  

委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  今回の換地計画の中には、その区域は対象外というふうになって

おります。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   今後は。  
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 委  員  長   土木建築課長。  

土木建築課長  今のところそのままでございます。  

委  員  長   よろしいですか。  

ほかにございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   質疑がないようですので、これで議案第７５号についての質疑を

終わります。  

以上をもちまして、付託されました議案の質疑を終了いたします。  

前定例会から、各委員会、全員協議会等の採決の前に議員間討議

の場を設けることができると決定しております。  

本委員会に付託された２件に関し、討論はございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   討論がございませんので、ただいまから採決に入ります。  

議案第７３号  美浜町職員の育児休業等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について を議題といたします。  

本案について、議案のとおり承認することに賛成の方 、挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第７３号は全員賛成をもって承認することに決しま

した。  

続きまして、議案第７５号  字の区域の変更について を議題とい

たします。  

本案について、原案のとおり承認することに賛成の方 、挙手を求

めます。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   全員賛成であります。  

よって、議案第７５号は全員賛成をもって承認することに決しま

した。  

以上で、本委員会に付託された議案の審査は終わりました 。  

理事者におかれましては、これで退席いただいて結構です。御苦

労さまでした。議員の皆様はそのままお残りください。  

それでは、今回付託されました請願の審査に入ります。  
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 請願第２号  日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批

准を求める意見書の提出に関する請願書についてですが 、去る５月

２３日に、河本猛議員より紹介議員として提出されたものでありま

す。  

紹介議員の河本議員がおられますので、河本議員から説明をお願

いいたします。  

河本委員。  

河本委員   （趣旨説明）  

委  員  長   河本議員の趣旨説明が終わりました。本件について、紹介議員で

ある河本議員への質疑はございま すか。  

幸丈委員。  

幸丈委員   ちょっと教えてください。 岸田首相が条約への参加を拒んでいる

ということを言われてましたけど、理由とかというのは何か 表明さ

れてますか。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   首相、日本政府は、核禁止条約に関して、核を保有する米・英・

仏・中・露の５か国に参加していないとして 一貫的否定的だという

ような話をしていまして、 ＮＰＴの体制の強化が必要だということ

で、核兵器禁止条約については、ＮＰＴ体制の強化こそ現実的な道

と考えているということを言っていて、仲介役というそういうこと

で力を果たしたいというふうに 、岸田首相のほうはそういうふうな

考えを申し上げているような状況です。  

委  員  長   よろしいですか。  

ほかにございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   ないようですので、これで質疑を終了します。  

ただいまから協議に入ります。  

請願第２号  日本政府に「核兵器禁止条約」への参加・署名・批

准を求める意見書の提出に関する請願書につ いて、皆さんの御意見

をお聞かせください。  

川畑委員。  

川畑委員   分からないのが、原水爆禁止平和大行進というのはどんな組織な

のか、分かったらちょっと教えてほしいんですけど、河本委員、分
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 かりますか。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   毎年世界大会というのを広島・長崎で行っているんですけど、そ

れに全国各地からルートがありまして、この辺は富山から広島まで

のコースがあって、毎年６月の後半ぐらいに美浜庁舎にも訪れて 、

行政とか、それの実行委員会ということです。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   岸田首相は、要は核保有国が核兵器禁止条約に全く賛成してない。

だから日本が幾らこれに賛成しても、核を持っ とる国が賛成しない

限りは、自分らはここに、本当の被爆国なんやけど入って、同じよ

うに行くことはできない。それをどういうふうにしていくんかとい

うほうが、入ってやっていくということが先やろうという感じなん

やけど、我々一人の議員がこれに賛成すると、それが早くなるんか

な、どうなるんかなと思うんやけど、 ちょっとその辺自分も 分から

んのやけれども、どうですか皆さん、分かる人はちょっと教えても

らえんか。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   個々人の動向でそれが早まるのか、遅くなるのかというのは結果

論でしかないんで、こういうのというのは急速に進んでいくという

ものでもなくて、積み重ねだと思うんです。やはり一つ一つの協議

を進めながら決裂したりとか、 また新しい条例ができたりとかとい

うのをずっと繰り返して きてますので、その中で 、核保有国自身が

まだ批准してないということで、各国同士の力関係とか、核の傘の

バランスとかというのがいろいろあるわけですけれども、恒久的な

平和に向かっては、それぞれいろんな考えがありますので、どうい

うふうな方向性で各個人の議員としては判断なさればいいのじゃな

いかなというふうに思いますけど。  

委  員  長   川畑委員。  

川畑委員   私自身思想とかイデオロギー関係に関しては自民党寄りで、国の

政府が正しいんじゃないか。正しいというのはおかしいけど、自分

のやり方と同じような感じで思って おるもんで、国が核兵器禁止条

約に参加しないと、自分もやめておこうと思うのやけど、でもそれ

をやっておると、はっきり言って賛成してもすぐできるわけでもな
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 いんやけど、今、河本議員が言うように、 ５年、１０年、１５年と

ずっとやっていかんことには、変わっていかんのかなということは

思ったんで、できるだけ賛成していったほうが、被爆国としていい

んじゃないかなということは思うんやけどね、そう思います。ちょ

っと分からんけど、すみません。  

委  員  長   ほかに御意見ございますでしょうか。  

竹仲委員。  

竹仲委員   美浜町これまで何回かこれについて意見交換をしてきていますけ

ど毎回否決というか、採用してないんですけれども、先般の広島の

平和宣言、知事と市長と子供たちの発言を聞いたときに、あのとき

も１６歳の子供の被爆体験を実体験としていろいろ伝えられてまし

た。  

核兵器を使用したら、非常に何十年、７７年たつけど、いまだに

後遺症が残っていて、いろんな苦し みのことがあるということで、

核兵器自体はこの国から無 くさないと、地球自体はもうなくなるな

というのが非常に危惧されてまして、ウクライナ侵攻があるまでは、

持っているだけのあれで、まさか使うことはないやろうと思ったの

が、今度はもしかしたら使うんじゃな いかという方向に変わったこ

とが、私の気持ちが変わりまして、これまではこれを反対してたけ

ど、やはり小さな地域からでも声を上げて、これは被爆国としても

そうですけれども、核兵器の禁止条約に参加するというか、賛同す

ることに僕は賛成したいなと今回は思いました。  

以上です。  

委  員  長   ありがとうございます。  

ほかに御意見ございますか。  

梅津議員。  

梅津委員   私も個人的には核は持たんほうがいいんですけれども、今のとこ

ろロシアとか中国、この辺の大国が持って いるわけです。結局今日

本がアメリカから守ってもらってる、傘の下にありますので、アメ

リカから手を引くような形のことをすると、向こうが蹴上がってき

て、日本をやったれというふうなことにならないかなということで、

やはりアメリカの傘の下に置くということであれば、こういうよう

な請願は出さんほうがいいんかなと個人的には思っています。  
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 委  員  長   ありがとうございます。  

ほかには。  

藤本委員。  

藤本委員   今るる皆さんからの御意見を聞かせていただきました。 ウクライ

ナ情勢を考えますと、だんだん混沌としてまいりまして、今梅津委

員のおっしゃった中国、ロシアの関係も出てきましたんで、こうい

う戦時下において、禁止条約のことよりも 、議論がしっかりと三原

則を手にしながらやっていくのが大事かなと思 ってますので、川畑

委員が非保持の発言もありましたけ れども、そういうことにおいて、

日本が今の国際情勢の中でどういう立ち位置で取り組んでい くかと

いうのが今後大切なんじゃないかなと思ってます。  

核兵器禁止条約については、以前からこういう意見書も請願書も

出てますので、理解はしているつもりなんですけれ ども、私も梅津

委員と同様に、今回はまず世界平和を願うなら、ウクライナ・ロシ

ア関係が平常な状態でしっかりと議論していかないと、これは進ん

でいかないと思いますので、不採択させていただきます。  

委  員  長   ありがとうございます。  

幸丈委員。  

幸丈委員   私も梅津委員とも藤本委員とも同じで、今まで核を持っておる国

に意見を言える１つの国が日本やと思って いますんで、この条約の

ところに入るよりは、今仲介で持っておるところに出かけていく 、

活動していくほうが今のところは大事かなと思っていますので、 そ

ういう意見でお願いします。  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   やはりウクライナ危機というのが非常に国際平和を揺るがしてい

て、核兵器の使用の現実性というのが本当に恐ろしいというのが浮

き彫りになっていまして、 核情勢が一気に変わってきたということ

があります。  

今回ＮＰＴ再検討会議でも、ロシアが侵攻している自分たちのこ

とに対して拒否して、それが決裂してしまうということが起きてお

りますので、本当に平和を願う人たちというのは、その危機、核の

リスクに対してどう向き合おうかと真剣に考えているところで、核

兵器禁止条約の方法に対して、それを大きく 広げていくことが、核
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 兵器の抑止につながる、廃絶につながるというふうに考えておりま

して、それに対して日本が積極的に、世界に対してアプローチを行

っていってほしいという願いに私は応えたいと思っていますので、

この請願に賛成して、ぜひとも提出したいと思っているんですが、

先ほど補足説明で説明するのを忘れていたんですが、一番最後のペ

ージに、分かりにくいんですけど、日本地図で、どこの県が何％ぐ

らい自治体で採択しているのかという図なんですけど、全然分から

ないですけど、１１％が福井県なんですけど、何で１１％とかとい

うと、越前市が採択しておりまして、あと大野市が趣旨賛同。意見

書は提出しないけれども、趣旨には賛同しますよということをやっ

たそうです。それが福井県の県内の状況です。  

委  員  長   ありがとうございます。  

ほかに御意見ございますでしょうか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   意見も出尽くしたようでございますので、この件に関して、委員

会としての意見を取りまとめたいと思います。  

お諮りいたします。  

請願第２号を採択することに賛成の方、挙手を願います。  

（賛成者挙手）  

委  員  長   ３名。反対の方、挙手を願います。  

（反対者挙手）  

委  員  長   ３名ですね。  

この場合、委員長採決になるわけですね。  

竹仲委員。  

竹仲委員   河本委員からのお話あったように、大野市は 趣旨採択という話も

あったんですけれども、そういう手法もあるんではないかという気

がするんですが、その検討は要らないですか。  

この趣旨は分かるけれども、国への意見書としては提出しない。

趣旨としては分かる、賛成。  

委  員  長   この件に関しまして、その辺のことも含め、継続審議ということ

でもよろしいですか。  

（「継続はできない」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   できない。  
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 （「請願やから」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   河本委員。  

河本委員   継続するなら継続するで委員からの継続の意見があって、それを

採択せなあかんので、委員長判断でいきなり継続審議ということは

できないわけですけれども。陳情やったらまだ分からんでもないん

ですが、請願が意見書の提出に関する請願なんで、趣旨採択、 決め

られるかどうかというのが ちょっと僕の中で判断ができないので、

ちょっと事務局に調べてもらわないといけない。  

委  員  長   暫時休憩いたしまして、その辺のことを確認したいと思います。

しばらく休憩ということでお願いします。  

（休憩）  

委  員  長   委員会を再開いたします。  

賛成・反対が同数ですので、したがって委員会条例第１４条第１

項の規定によって、委員長が本案に対して採決いたします。  

請願第２号については、委員長は否決と採択いたします。不採択

でございます。  

それでは、ほかにございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

委  員  長   なければ、以上で本日の総務文教常任委員会を閉会いたします 。  

最後に、副委員長、閉会の挨拶をお願いいた します。  

（閉会宣言  午前１０：５２）  

 

 

総務文教常任委員会の経過（質疑応答部分のみ）を記載して、そ

の相違ないことを証するため、ここに署名する。  

 

総務文教常任委員会委員長  兼田  和雄  

 

 


